
平成19年度 事務事業評価表 担当 内線等

事業
コード

Ｂ条例 　 　 　 　

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

市民利用証

観覧等

観覧料

市民利用証
作成料金

展示案内売
払代金

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （　　 会計 ) (単位：千円）

事業費

人件費

(人数) 正規 0.2 非常勤 0.4 正規 0.2 非常勤 0.4 正規 0.2 非常勤 0.4

合計

国

県

市債

その他

一般財源

6,655,302円 7,000,000円

15,863人 17,000人

7,793,535円 7,220,000円

120,000円

入場料収入/事業総額×100

科学館入場者数の対前年比

入場料収入

4,000人

内
訳

3,887人

17,610人

7,907,787円

117,200円

9,173,862円

104,500円

企画部 企画広報課(情報ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝ
ﾀｰ)

66-1717

成果指標①

成果指標②

104,800円 117,200円 100,000円

１．一般事務事業（ｿﾌﾄ事業）

入場料収入による経費賄率

科学館展示事業

６．市民とともに歩むまちづくり 地域情報化

平成19年度実績

蒲郡情報ネットワークセンターの設置及び管理に関
する条例

29,15828,268

平成18年度実績 平成20年度計画

21,497人

4,309人

項　　目

科学館入場者数

内
訳

想定する成果

市民をはじめ広く一般に対し

化石等の標本を手に触れる状態で展示し、その解説をコンピュータを利用し行うことで手　　段

事務事業名

① ②

施策名

根拠法令等

豊富な情報と最新の状態で地球の歴史・生命の初期進化に関する生涯学習の場を提供
し、地球環境を守ることの大切さを実感していただく。

20,172人 21,000人

基本目標

対象（受益者）

2,531

7,220

36,378

2,494

財
源
内
訳

26,298

93.8%

2,502

21.6%

94.6%

9,174 7,794

25.9%

33,847

平成20年度予算（計画）

104.1%

33,560

19.8%

32,978

一般

平成19年度決算（実績）平成18年度決算（実績）

36,06235,472

当年度科学館入場者数/前年度科学館入場者数

成果指標名

成果指標の説明

事
業
費
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⑥事務事業内容の評価

19評価 16評価 19評価 16評価

- 2 2 2

- 2 2 1

- 2 2 2

- 2 2 2

0 8 8 7

- - 2 -

0 8 10 7

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦前回（H16評価時）「今後改善すべき点」として記載した内容及びその実施状況

⑧今後さらに改善すべき点

⑨平成21年度予算に反映する項目

⑩今後の方向性

【各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載】

公募市民、市内各業界代表者による生命の海科学館見直し
検討委員会を設置し、科学館のあり方そのものについて現
在検討していただいているところであるため、事務担当と
しての評価を避ける。

平成16年度から平成18年度にかけて計画的に機器の更新を行うとともに、保守委託項目の見直し、自主
保守の実施等により運営経費の削減（H15～H17平均：H18～H20平均で約1千万円）を図った。

事務効率性

前回（H16評価時に）記載した「今後改善すべき点」

上記改善点の実施状況

総合評価

評価の説明（問題点）

検討委員会の報告による改善の実施

科学館の存続見直しあるいは廃止について、検討委員会に
おいて検討していただいているところである。

検討中

項　　目

合　　計

必　要　性

部長評価

経済効率性

施策への貢献度

小　　計

・機器、コンテンツの老朽化への対処
・保守委託料やマリンスタッフ報酬の抑制など、経費の節減
・リニューアル感を生むコンテンツ等の演出方法の検討

達　成　度

課内評価

0

1

2

3
施策への貢献度

必　要　性

事務効率性経済効率性

達　成　度

※内部管理事務事業、義務的事業は必要
性を、また施策名がその他のものは施策
への貢献度を評価していません。

部長評価のみ
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